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論　文　の　内　容　の　要　旨
　高密度エビ養殖を行っている養殖池の水は，栄養塩ならびに溶存・懸濁有機物質を多く含み，しばしば藻
類の異常増殖を引き起こす。この異常増殖後に起こる藻の大量死滅は，藻体成分の液中への大量放出を伴う
ため，これを利用する病原性細菌の急激な増殖を促し，これらがエビに感染して養殖に壊滅的な打撃を与え
る。また，ある種の藻類はエビの増殖阻害物質を産生するとも言われている。一方で，藻類は光合成によっ
て酸素を放出し，また抗菌物質を産生するなど有用な機能を有するため，有用藻類を選択的に適正レベルに
維持することがエビ養殖において重要な技術となっている。しかし，これまで開放系において特定の藻類を
選択的に優占化させる技術は見られない。藻類の制御と共に，養殖池の溶存酸素を適正に保つ技術も重要で
ある。これまでの養殖池ではもっぱら表面曝気が用いられてきたが，この装置の液混合効果は低く，養殖池
の底泥がしばしば嫌気状態に陥り，エビに有害な硫化水素の発生を引き起こしている。液混合および酸素供
給能力の優れたジェット・エアレーターが先に開発されたが，この装置で発生するジェット液流がエビに及
ぼす影響については未だ検討されていない。
　本研究ではこのような点を鑑み，アンモニア，有機物質の分解能力ならびに病原性細菌・ウイルスに対す
る殺菌能力を有する電気分解の藻類に及ぼす影響を明らかにし，ついでエビに及ぼす液流速の影響について
実験的検討を行った。得られた成果を以下に示す。
　Pt/Ru/Pdを Ti基盤に焼成した電極板を陽極に，ステンレス板を陰極として，電圧 2.5V，電流 0.1A（電
流密度 0.67A/dm2）の操作条件の下で 4種類の藻類（Chlorella，Isochrysis，Chaetoceros，Tetraselmis）を含
む汽水の電気分解を実施した。回分実験では細胞数および死滅速度を測定した。藻類の生死判定には FDA
と P Iによる蛍光染色法を用いた。その結果，電気分解で発生するオキシダントによる藻の死滅効果は，藻
類の種類で大きく異なることが明らかとなった。特に，Chlorellaは容易に死滅するが，稚エビの餌となる
有用藻類 Isochrysisは強い耐性を示した。平均滞留時間 12.5分の連続実験によって Isochrysisを優占種とす
ることが出来ることを確認した。また，この電気分解の操作条件下では藻を破壊することは無く，液中に有
機物質を放散させないことも確認された。
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　エビに及ぼす液流速の影響については，長さ 3mの透明アクリル製ダクトに体重 10および 20gのエビを
30匹 /m2の密度で投入し，ジェット・エアレーターによって種々の流速におけるエビの挙動を観測した。
その結果，エビは 5cm/s以上の流速域を避けること，また低流速の地域にエビが密集し，その結果共食い
が起こることが分かった。この共食い現象は，比較的小さな養殖池で強力な表面曝気装置を用いた場合に
よく起こっており，低流速域での密集が原因であることが判明した。表面曝気装置およびジェット・エアレ
ターを設置した実際の養殖池における液流速を測定し，ジェット・エアレターは池全体の液混合を高めるに
は極めて有効であることを確認したが，底部の液流速が最適液流速 5cm/sを超えることが判明した。しかし，
この問題は装置の設置高さを変えることで容易に解決された。
　以上の研究結果を用い，電気分解装置を組み入れたジェット・エアレターを新たに考案した。その実証実
験を今後フィリピン，タイ，中国およびスリランカの養殖池で行う予定である。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，エビ養殖における藻類の重要性を認識し，電気分解によって有用藻類の優占化出来ることを初
めて実証したものである。また，エビがどの程度の液流速に耐えるのかと言った知見は今まで示されること
は無かった。しかし，この知見は，エビ養殖池の設計には基礎的なものであり，これまでは全くの経験に基
づいて行われてきた。今後エビ養殖産業を持続的なものにするためには，エビ養殖池の構造，設備は十分か
科学的根拠に基づいて行われるべきである。本研究での電気分解による藻類の優占化に関する成果は，稚エ
ビを生産するハッチェリーでの藻の管理に直ちに利用可能であり，新規に考案された電気分解装置付ジェッ
ト・エアレターも今後のエビ養殖技術を大きく変える可能性を持つ実用性の高い研究であると評価できる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
